
 

（油山宝物さがし；第５報） 

 森を育てる会では「昔の油山や周辺の里山はどの

ように利用してどんな山だったの？、そこに今の森

とより深く結びつく宝物があるのでは？」と考え、

2010 年６月から地元の古老（東油山の城戸様及び

柏原の石橋様）や市民の森で実際に働いておられた

方（西畑の日下部様）のお話しをお聞きしてきまし

た。その中で、油山周辺での日常の暮らし方や里山

をどう活用してきたか、また市民の森が出来る前の

森の姿など、私たちがこれまで知ることのできなか

った貴重な話を伺うことができました（既報）。 

 そこで今回は、昔の油山や里山の姿を実感するた

め、午前中は油山で森や公園づくりに携わって来ら

れた日下部さんとご一緒に、また午後は石橋さんか

らお伺いした話をたどる形で、会員だけでの現地探

訪を行いました。探訪コースは、午前中が下図に示

す市民の森の中を歩くＡコース、午後が市民の森東

方の花畑老人ホームから柏原にかけてのＢコースで

す。 

と き：2011 年 11 月 20 日 10 時～15 時半 

案内者：日下部正朝氏（午前中のみ） 

参加者：会員 13 名（延べ人数） 

 

〈現地探訪ルート〉 

【【市市民民のの森森のの昔昔】】  

 午前中は日下部さんの案内で、自然観察センター

を 10 時過ぎに出発してつり橋～つばきの森～山頂

登山道入口～カブトムシの森～観察センターのコー

スで、市民の森開設前後の山仕事の中身、伐木の搬

出方法や経路、当時の森の状況などのお話をお聞き

しながら、好天気の中を和気藹々
あいあい

と歩くことができ

ました。なお、当日は昭和 36 年の油山周辺の空中

写真も併せて見ることによって今と昔の山の違いを

実感することができました。 

《管理事務所～つり橋間》 

●昔は「木馬」という 橇
かんじき

を使って、林道まで人力

や馬で木材の搬出を行っていた。 

●市民の森造成前、この付近は雑木林やアカマツ林

だったが、造成によってほとんど皆伐され桜を植林

した。したがって、現在植わっている桜の樹齢はほ

ぼ 40 年位になる。 

●その時皆伐された木材は、夫婦岩付近を通る索道

（ワイヤーの空中架線による運搬方法）で園芸公園

付近まで搬出された。 

《つり橋付近》 

●この付近には昔アカマツが多く生えており、それ

を炭坑の坑木やパルプ、船材として売っていた。ま

た、60～70 年生の大きなアカマツは建築用の梁な

どとして高価で取り引きされていた。 

●中央展望台の上にあった「アカマツ展望台」付近

にはマツタケが一杯出ていたが。 

 

 

〈つり橋付近での日下部さんの説明〉 
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《山頂への登山道入り口付近(牧場との境界部)》 

●つり橋から林道の山側はほとんどが国有林になっ

ており、市民の森開園前はそこで杉・桧林の植林や

間伐等の作業を行っていた。しかし、開園後はほと

んど植林地の手入れはなされておらず、そのため現

在は藪
やぶ

山のようになってしまっている。 

●開園前はこの付近からも木を伐りだしていたが、

その材木はカブトムシの森につながる谷に沿って馬

に挽かせて搬出していた。 

●その当時の仕事はきついものだったが、日当は通

常の会社員に比べるとかなり良かった。 

《カブトムシの森付近》 

●開園前までは、林道の終点となっていたカブトム

シの森のＣ地区付近が、山から切り出した材木のト

ラックへの積み込み場所になっていたが、その作業

の伐り方さんは東北からの出稼ぎの人たちで、また

浮羽から来た馬方さん達がＣ地区の東屋付近(下の

写真付近)に小屋掛けして馬と一緒に生活していた。 

 

〈昔、馬方さん達の小屋があった所での記念撮影〉 

【【柏柏原原付付近近のの里里山山探探訪訪】】 

 午前中の市民の森探訪の後、日下部さんとの質疑

応答を兼ねた昼食会を終えて、午後からは柏原地区

の里山探訪を行いました。柏原地区の昔に関しては、

石橋さんに色々教えて頂いたことをベースに、昔の

空中写真を見ながら当時の里山の姿を各自で想像し

つつ歩きました。 

《花畑老人ホーム付近》 

●昔はこの付近から油山牧場近くのトイノウ池まで

通ずる里道があったが、今はがけ崩れ等のため荒れ

てしまっているとのことである。ただ、参加者の多

くから、一度たどってみたいと言う意見が多く出さ

れた。 

●老人ホームの東側に昔の秣
まぐさ

山(入会地で今でも秣

組合が残っているとのことである)があったという

ことであるが、今ではその正確な場所はわからなか

った。ただ、昔の空中写真でホーム直上部付近に広

い草地が見られることから、この付近が秣山であっ

たのではと皆で話し合った。 

《山田地区付近》 

●この付近には昔共有で使っていた水車があったそ

うだが、川の状況や建物等からおそらくここであろ

うという場所を見ることができ、また昔の農村風景

を彷彿とすることができた。 

●柏原地区は昔養蚕が盛んで、桑畑に囲まれていた

花畑小学校では養蚕実習もしていたということであ

る。その面影を残すように、今もマグワが路傍に残

っており、その当時を実感することができた。 

《柏原７丁目付近の旧馬車道》 

●今の那珂川町につながる県道は、昔は馬車道であ

ったそうだが、一部残っている旧道の道路脇に、安

永７年(1778 年)の庚申塔(中国より伝来した道教

に由来するもので、外からの災いを遮る神として信

仰されてきた庚申様を祀る石塔、これには猿を庚申

様のお使いに見立てた｢見ざる、言わざる、聞かざる｣

の三猿も掘られていた)を見つけることができ、昔の

生活を実感を持って思い浮かべることができた。 

 

〈旧馬車道沿いに残されている江戸時代の庚申塔〉 

 以上のように、地元の方のご協力により市民の森

や柏原周辺の里山の昔を一部分ではあるが知ること

ができました。多大なご協力を頂いた石橋様、城戸

様、日下部様に篤くお礼申し上げるとともに、この

貴重な資料をベースにして今後何らかの記録として

残しておきたいと思います。 

（報告：松雪／柴戸） 
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